
未
踏
科
学
技
術
協
会
の
「
エ
コ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
研
究
会
」（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
、
会
長
・

山
本
良
一
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
東
京
都
市
大
学
特
任
教
授
）
は
先
月
２６
日
か
ら
３
日
間
、
毎
年
恒
例
の
合
宿
セ
ミ
ナ

ー
（
共
催
・
ケ
ー
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ズ
、
日
本
興
亜
損
害
保
険
、
日
本
興
亜
お
も
い
や
り
倶
楽
部
、
写
真
）
を
、
神

奈
川
県
箱
根
町
の
小
田
急
山
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
今
回
は
「
地
球
（
す
べ
て
の
生
命
の
家
）
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、
会
員
企
業
や
学
識
経
験
者
ら
約
５０
人
が
参
加
し
、
計
２３
件
の
講
演
や
パ
ネ
ル
討
論
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
主
な
講
演
要
旨
を
連
載
で
紹
介
す
る
。
初
回
は
山
本
教
授
の
講
演
。

（
編
集
委
員
・
工
藤
真
一
）

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者

の
パ
ウ
ル
・
ク
ル
ッ
ツ
ェ
ン

博
士
は
２
０
０
０
年
に
、
現

在
の
地
質
年
代
名
の
「
完
新

世
」
を
「
人
間
世
」
に
変
え

る
べ
き
だ
と
提
唱
し
た
。
人

類
が
実
質
上
、
地
球
を
改
変

し
支
配
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

認
め
、
惑
星
管
理
責
任
を
深

く
自
覚
し
た
上
で
、
例
え
ば

気
候
変
動
問
題
を
気
候
工
学

の
よ
う
な
手
段
で
、
積
極
的

順
応
管
理
に
よ
り
解
決
し
よ

う
と
し
、
世
界
に
衝
撃
を
与

え
た
。

人
類
が
地
球
環
境
を
順
応

管
理
す
る
と
し
て
も
、
自
然

を
単
な
る
対
象
と
し
て
捉

え
、
生
命
操
作
や
気
候
改
変

を
乱
暴
に
行
う
よ
う
で
あ
れ

ば
、
技
術
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義

と
の
そ
し
り
は
免
れ
な
い
だ

ろ
う
。

特
に
「
草
木
国
土
悉
皆
成

仏
」
の
思
想
的
伝
統
の
あ
る

日
本
人
に
は
相
当
の
違
和
感

が
あ
ろ
う
。
天
台
宗
の
半
田

孝
淳
座
主
と
真
言
宗
の
松
長

有
慶
座
主
が
１２
年
に

対
談
さ
れ
、「
魂
宿

る
自
然
と
生
き
る
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
、
自
然
と

の
共
生
を
改
め
て
強

調
さ
れ
た
こ
と
は
、

古
今
未
曾
有
の
危
機
に
直
面

す
る
世
界
に
と
っ
て
画
期
的

だ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
昨
年
１２
月

に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

か
れ
た
第
１５
回
エ
コ
プ
ロ
ダ

ク
ツ
展
示
会
に
、
真
言
宗
の

松
長
有
慶
座
主
が
視
察
さ
れ

る
と
い
う
滅
多
に
な
い
機
会

に
、
私
は
「
環
境
胎
蔵
曼
荼

羅
」
の
試
作
を
思
い
立
っ

た
。大

日
経
の
三
句
の
法
門
に

「
菩
提
心
を
因
と
し
、
大
悲

を
根
と
し
、
方
便
を
究
竟
と

す
」
と
あ
る
が
、
松
長
有
慶

座
主
に
よ
る
と
「
仏
の
知
恵

と
い
う
も
の
は
、
仏
と
衆
生

が
一
体
と
な
っ
て
い
る
本
来

の
あ
り
方
が
基
盤
と
な
り
、

衆
生
救
済
に
向
か
う
悲
が
根

本
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
社
会

的
な
実
践
活
動
と
し
て
実
を

結
ぶ
こ
と
が
究
極
の
目
標
と

な
っ
て
い
る
」
と
解
説
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
地
球
倫
理
、
環
境

倫
理
に
基
づ
き
、「
地
球
生

命
圏
と
人
類
文
明
」
の
永
続

を
願
い
、
エ
コ
文
明
へ
の
転

換
を
目
指
し
て
エ
コ
プ
ロ
ダ

ク
ツ
や
環
境
経
営
の
普
及
に

取
り
組
む
、
私
た
ち
の
社
会

的
実
践
活
動
に
ぴ
っ
た
り
重

な
る
。
そ
こ
で
、
地
球
生
命

圏
と
人
類
文
明
が
直
面
す
る

環
境
・
社
会
的
危
機
を
突
破

す
る
た
め
の
様
々
な
概
念
、

手
法
、
機
関
を
、
環
境
胎
蔵

曼
荼
羅
と
し
て
表
現
し
て
み

る
こ
と
に
し
た
。

胎
蔵
曼
荼
羅
の
中
心
は
、

大
日
如
来
を
取
り
囲
む
四

仏
、
四
菩
薩
よ
り
な
る
中
央

の
中
台
八
葉
院
で
あ
る
。
四

仏
は
、
私
た
ち
が
心
の
内
に

本
来
具
わ
る
仏
性
に
目
覚

め
、
菩
提
心
を
発
し
て
（
宝

憧
如
来
）、
修
行
を
し
（
開

敷
華
王
如
来
）、
菩
提
に
至

り
（
阿
弥
陀
如
来
）、
涅
槃

の
境
地
に
向
か
う
（
天
鼓
雷

音
如
来
）、
心
の
発
展
過
程

を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

環
境
胎
蔵
曼
荼
羅
で
は
、

そ
の
中
心
に
「
幸
運
な
る
宇

宙
と
奇
跡
の
惑
星
・
地
球
」

を
置
き
、
そ
れ
を
取
り
囲
む

四
仏
と
し
て
、
惑
星
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
、
環
境
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
共

生
、
社
会
的
責
任
を
取
り
上

げ
た
。
ま
ず
地
球
全
体
に
つ

い
て
の
管
理
経
営
責
任
（
惑

星
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
）

を
深
く
自
覚
し
、
環
境
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
実

践
し
、
人
間
と
自
然
、
人
間

と
人
間
、
現
在
の
世
代
と
将

来
の
世
代
間
の
３
つ
の
共
生

の
倫
理
を
身
に
付
け
、
広
く

社
会
的
責
任
経
営
を
実
践
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
惑
星
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
で
発
心
し
、

環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
修

行
し
、
共
生
の
倫
理
を
身
に

付
け
て
菩
提
を
得
、
あ
ら
ゆ

る
組
織
経
営
は
社
会
的
・
環

境
的
配
慮
を
行
い
な
が
ら
実

践
す
る
境
地
に
到
達
す
る
こ

と
が
涅
槃
で
あ
る
。

か
つ
て
重
源
上
人
は
、
奈

良
の
東
大
寺
の
再
建
を
作
善

の
業
と
し
て
行
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
環
境
胎
蔵

曼
荼
羅
は
、「
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
な
懺
悔
と
回
心
」
に
基
づ

き
、
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
開

発
、
環
境
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
の
推

進
、
エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）

購
入
な
ど
、「
作
善
の
業
」

の
実
践
を
推
奨
す
る
も
の
で

あ
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
箱
根
セ
ミ
ナ
ー

講
演
要
旨
①

環
境
曼
荼
羅
で「
作
善
の
業
」を
推
奨

山本良一
東大名誉教授
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